
子育て子育てガイド
子育て情報

子育てに役立つ情報を提供しています

HOT ホッとタイム
～ルーシーダットンヨガ～

ハンドメイドワークショップ
～映えグッズ作り～

時  月曜日～金曜日10時～12時・13時～16時（土日祝日、お盆、年末年始休み）
対  町内在住のおおむね生後２か月～就学前の子ども、保護者、妊婦の方　料  無料
他   コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。また警報や避難指示が出ている場合は、
穏やかな天気でも休館になります。いずれの場合も、来館の際は、おひさまひろばに必ずお電話にてご確認のうえ
お越しください。

親子で自由に集えるあそびの広場　子育て支援センター　おひさまひろば
おひさまひろば（ほほえみの家内）　☎855-8551

長与の結婚・子育て応援サイト

問

▼下記講座はすべて予約が必要です。
講座名 日時 内容など

にこにこ相談 ３月２日㊌10時～・
11時10分～・13時30分～ 臨床心理士による１時間個別相談。託児あり。

日曜日あいてマース♪ 3月13日㊐
10時～11時30分 申  ２月15日㊋～　定  15人程度（先着順）

絵本の日 ２月28日㊊11時30分～

わらべうたの日 ３月14日㊊11時30分～

マタニティフィットネス ３月９日㊌
12時15分～13時45分

リズムに合わせた簡単な運動
申  要電話予約　定  ５組（先着順）

Birthday Photo booth　
（バースデーフォトブース）

①２月22日㊋13時30分～
②３月８日㊋13時30分～

対   ①２月お誕生日、ハーフバースデーの未就学児とその保護者
　  ②３月お誕生日、ハーフバースデーの未就学児とその保護者
定  ６枠(先着順・1組撮影時間20分)
申  ①１月17日㊊～　②２月15日㊋～

げんきっこひろば ２月18日㊎13時30分～

ひばり学級とおひさまひろばでの自由遊び
定  ５組程度（応募多数の場合抽選。当落電話連絡。）
申  おひさまひろば（受付もおひさまひろば）
〆  ２月10日㊍

掲載しているイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止する可能性があります。変更する
場合はウェブサイト「大きくなーれ．プラス」でお知らせします。

時  ２月24日㊍13時30分～
所  おひさまひろば
対   町内在住で未就学児の母親
内   ＠Kaho presentsひろばで簡単ワークショップ！
おひさまひろばのBirthday　Photo　boothをプ
ロデュースしてくれている、＠Kahoと“映えグッ
ズ“を作りませんか？

定  ５組程度（応募者多数の場合抽選。当落電話連絡。）
〆  ２月10日㊍12時

時  ３月15日㊋
　   ①10時30分～11時15分 ②14時～14時45分
所  おひさまひろば
対   町内在住で未就学児の母親
内    ひろばでお子さんと一緒にヨガの時間を楽しみませんか？
心も体もゆったりゆるめて、リフレッシュしましょう♪

定  ①②各５組程度（応募者多数の場合抽選。当落電話連絡。）
〆  ３月３日㊍12時
他   講師 早田　ちあき氏
　　　　（日本ルーシーダットン普及連盟認定インストラクター）
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パパ・ママ学級

時  ３月12日㊏10時～12時
所  ふれあいセンター1階　調理室・和室
内   「育児編」沐浴体験・沐浴人形の抱っこ体験
定  先着12組程度
〆  ３月1日㊋
他   新型コロナウイルス感染防止のため、内容を変更・中止する場合があります。
　　次回は、５月14日㊏予定。

※新型コロナウイルス感染予防のため予約制となっています。
月曜日～金曜日10時～12時・13時30分～14時（長与児童館・上長与児童館：10時～12時・13時30分～15時）

問  各児童館

ミカンちゃんひろば

親子で自由に集えるあそびの広場　子育て支援センター

子育て支援自主サークル

時  10時30分～11時30分　 対  町内在住の乳幼児、保護者　
内  自由あそび・手あそび・リズムあそび・読み聞かせなど
申  以下の行事はすべて事前予約（１週間前から受付可）が必要です。電話で各児童館にご連絡ください。 

児童館名 日にち 内容 備考

高田児童館　
☎857-4500

２月21日㊊ 親子deからだメンテナンス 申  ２月14日㊊～

３月14日㊊ パステルアート 申  ３月７日㊊～　

長与南児童館　
☎883-3996 ２月25日㊎ 親子deダンス 申  ２月17日㊍～

※ミカンちゃんひろばで撮影した写真は、町の広報誌・ホームページなどに掲載することがあります。ご了承ください。

問  こども政策課母子保健係　☎801-5881

申・問  こども政策課母子保健係　☎801-5881
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２月の子育て支援自主サークルは中止になりました。
３月の開催は問い合わせください。



『子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親以外の低所得の子育て世帯分）』の
申請はお済みですか？　申請期限は令和４年２月 28 日㊊まで！ 
申・問  こども政策課子育て支援係　☎ 801-5886　〒 851-2185 長与町嬉里郷 659 番地 1

　12月18日、働く婦人の家で３歳児と保護者を対象
に開催しました。クリスマスツリーとサンタさんの
オーナメントを制作後、シルエットクイズに挑戦。会の
途中で登場したサンタさんにみんな興味津々で「何
歳ですか」「どこに住んでいるの」とた
くさんの質問が出ました。サンタさ
んからプレゼントをもらい、みんな
で記念撮影。最後にクリスマスバー
ジョンのフルーツバスケットで盛り
上がりました。

　12月６日に実施し、約30人の町内福祉サービス事業所、学童
関係者が参加されました。
　今回は町内在住のダウン症のお子さんを育てる保護者の方に
子育て経験談をお話していただき、ダウン症のお子さんへの声
かけや接し方、将来の自立に向けての支援について学びを深め
ることができました。ご家族や周囲の方の愛を一身に受けて育
つお子さんの情景が目に浮かび、とても幸せで前向きな気持ち
になりました。今後も、障害のある子どもたちが障害特性に応じ
た支援が受けられるよう、地域の関係機関と連携を深めながら
支援に取り組んでいきます。

乳幼児講座「クリスマス会」を開催しました

令和３年度長与町地域自立支援協議会　こども部会研修会が開催されました
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子育て世帯生活支援
特別給付金について

■対象児童 
　 平成15年４月２日～令和４年２月28日生まれの児童
（障害児は平成13年４月２日生まれ以降）

■支給対象者　
　次のいずれかを満たす者
　① 令和３年度（令和２年分）住民税（市町村民税均等

割）が非課税の方※１
　② 令和３年１月以降に、新型コロナウイルス感染症

の影響で家計が急変し、収入が住民税非課税と同
等の水準※2になった方

　※1・ 児童の生計を維持する程度の高い者。児童手当、特別
児童扶養手当を受給している場合は、その受給者。

　※2・児童の生計を維持する程度の高い者。　
■支給金額　
　児童１人あたり５万円

■手続きなど　
　【①に該当する方】
　・ 申請不要です。※ただし、公務員は申請が必要です。
勤務先にお尋ねください。

　・ 該当者へ通知などで案内し、令和３年７月に児童手
当などの口座に振り込んでいます。①の要件に該当
しており、案内の通知がきていない場合はご連絡く
ださい。

　【②に該当する方】
　・ 申請が必要です。申請書（町ホームぺージまたは窓
口で入手可）を記入のうえ、必要書類を添付しこど
も政策課へ提出してください。詳細は町ホームペー
ジをご確認ください。

　低所得者の子育て世帯（ひとり親世帯を除く）に対し、生活支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金
を支給します。※配偶者からの暴力を理由に避難をされている方は、避難先で給付金を受け取れる場合がありますの
でご相談ください。



子育て子育てランド
子どもの目線で感じる世界

たとえば・・・

「子どもが絵を
描いているとき

」

347
No.

文責参考文献『家庭のなかのカウンセリング・マインド ―親と子の「教育学」』小田　豊 氏 長与町立高田保育所

いちじくのじーくちゃんとなまこのいいな・まこ先生

　みなさんは、「子どものために」と一生懸命子育て
をしているのにうまくいかないと感じることはあり
ませんか？「ために」というのは自然な感情ですが、
そればかりになってしまうと、子どもと一緒に喜ん
だり悲しんだりすること「共感」が難しくなってし
まいます。幼い子どもには、この「共感」がとても
大切です。子どもと同じ目線に立って感じてみませ
んか？

顔を描くときは、
まず輪郭を描いて、

それから目を描くんだよ

「共感」このくまさん
かわいいね！

おもしろ～い！

「ために」
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　11月22日に開催し、会場とオンラインで約100人の町内子育
て関係者が参加されました。今年は、みなみやまてこども家庭
支援センター びぃどろの高比良 亮 主任相談支援員（社会福祉
士)にご講演いただきました。当日は入所児童の声を交えた講
演に、皆さん熱心に聴き入っていました。
　児童虐待は「親によるしつけ」のいき過ぎによるものも多く、
「虐待したらダメ！」と正論を突きつけることだけでは解決には
至りません。逆に「虐待と思われたら困る」と家庭が孤立化する
ことにつながることもあります。高比良さんも児童虐待を防ぐ

ためには、子育てが「孤育て」「孤育ち」にならないことが大切だと話されました。
　児童虐待に対しては、正しい知識を持ち、虐待に陥った原因を解決出来るよう、子どもだけでなく家庭全体に
対するサポートが必要です。そのためには、行政だけでなく、地域の皆さんの力も必要です。長与町が子育てしや
すい町、子どもにとって安心して成長していける町となるよう、今後ともご協力お願いします。
　▼講演内容の一部をご紹介します

【寄り添う大人として身に着けたいこと】
○創造性（想像性）
発想を豊かに生活を一緒に創り
上げる感覚がある。相手の立場に
想像力を働かせ、共感できる。

○ユーモア　
余裕を生み出す力、笑いがあるこ
とでおおらかで苦しさも笑いに
変える楽観性がある。

○柔軟性
子どもに寄り添いながらも決し
て折れない柔軟さ、子どもととも
に成長でき、様々な角度から物事
を見ることができること。

令和３年度長与町児童虐待防止研修会『「地域力で子どもを育てる」
～児童虐待を予防するための社会的養護児童からのメッセージ～』が開催されました

　楽観性は生きる力であり、信じる力。信じる＝寄り添う：受け入れてくれる人＝帰りたくなる場所（人）

【子どもの成長に大切なものは縦の関係とななめの関係】 
　血のつながりや養育者の存在で、責任ある大人の覚悟や愛のある養育を受けられます。ななめの関係と
は、第３の大人の存在で、多様な価値観や世界（社会）の広がり、モデルの獲得につながります。
　温かいまなざしと社会で子どもを育む風土、当事者意識の大人の存在のある地域の環境との関係。人に
よって傷つけられた子どもは、人によって癒されていきます。心地よい関わりの中で子どもは育まれます。


